
音の新たな表現にチャレンジする、実験的なパフォーマンス・ライブ！

出演者
募集！

音と動きを解放する今回の
テーマ

公演日時

主催：愛知県芸術劇場
助成：文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）｜
　　　独立行政法人日本芸術文化振興会

1 ）募集するパフォーマンス
・音が作品の重要な要素であること。
・「人間の身体」が登場する、いわゆる
   パフォーマンスであること
     （インスタレーションのみは不可）。

上記 2つを満たせば応募可能とします。

公演までのスケジュール

3 ）応募方法（メール）
①エントリーシート
②作品内容が分かる企画書
　（A4用紙 2枚程度）

③作品内容が分かる映像資料のURL
     （YouTube等にアップロード。合計30分以内。複数可。）

■詳しい応募方法・注意事項は劇場ウェブサイ
トの募集要項（全文）を必ずご確認ください。

※お預かりした個人情報は、愛知県芸術劇場（公益財団法人愛
知県文化振興事業団）にて厳重に管理し、本事業を運営する以
外の目的では使用しません。

愛知県芸術劇場  TEL 052-971-5609(10:00 ～ 18:00)　 FAX 052-971-5541
Email：ws26@aaf.or.jp　https://www-stage.aac.pref.aichi.jp

2 ）会場
愛知県芸術劇場小ホール

音とパフォーマンスが “どのように
自由に” 関係を持って一つの表現と
なるのか、サウンドパフォーマンス
の原点に立ち戻って問い直した、実
験的なパフォーマンス。

新見永治（パルル／のわ）
名古屋市中区のカフェ兼イベントスペース「パルル」の
オーナー。2011-12年創設から関わった名古屋市長者町の
アートセンター「アートラボあいち」の運営に携わる。あい
ちトリエンナーレ2013へ「プロジェクトFUKUSHIMA!」の
一員として参加。

募集要項概略

音と動きを解放する今回の
テーマ

野口順哉（外／空間現代）
早稲田大学教育学部卒。2006年、在学中にバンド「空間現代」
を結成。ギターボーカルとして作曲に携わる他、作詞も行う。
09年にレーベルHEADZより1stアルバムをリリースして以
降、精力的なライブ活動を続ける。16年からは活動拠点を京都
に移し、空間現代のスタジオ兼ライブハウス「外」をオープン。

森田太朗（K.D japon）
名古屋市中区のイベントスペース「K.D japon」のオーナー。ア
トリエだった店を受け継ぎ、16年間にわたり創造の空間を運
営。また、自身が参加するメディア・ダンスパフォーマンス・ユ
ニットholonやソロの舞踊家として表現活動を行う。

藤井明子（愛知県芸術劇場）
1992年愛知芸術文化センター開館から音楽の学芸員として勤
務。ジャンルに捉われない活動を行うミュージシャンや作曲家に
注目して音楽公演を企画・制作。「AACサウンドパフォーマンス道
場プロジェクト」(2006～14）企画・選考委員、あいちトリエン
ナーレ2010～16のパフォーミングアーツのキュレーター、国際
芸術祭あいち2022パフォーミングアーツ・アドバイザー。

■募集要項、
エントリーシートは
こちらから

金

↓

↓

主催・お問合せ

審査員

公演会場
愛知県芸術劇場 小ホール
(愛知芸術文化センター地下1階)

審査結果をメールで通知
2021年11月上旬

会場の下見・打ち合わせ
2022年1月15日(土)もしくは16日(日)

リハーサル
2022年2月25日(金)もしくは26日(土)

14:00～公演
2022年2月27日(日)

↓
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